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令和７年４月３日 

令和７年度 主題研究（学びチャレンジリーディングスクール事業）計画案 

研究主任 

１．研究主題  協働的な学びの実現を目指す「考えを深める」授業の在り方 

 

２．研究仮説  学級活動の時間の話合い活動を通し、「よりよく話し合うことができる力」を児童に身

に付けさせるとともに、他の教科等で話し合う活動の工夫をすれば、「考えを深める」授

業を実践でき、協働的な学びを実現できるであろう。 

 

３．検証方法  児童・教員に対し、「研究主題に関するアンケート調査」を実施し、調査結果から研究

の成果を検証する。 

⑴ 児童アンケート 

◆学級会のことに関するアンケート調査 

１．何について話し合っているのか分かる。（提案理由を意識している） 

２．時間を意識して話し合うことができる。 

３．友達の意見を進んで発表できる。 

４．友達の意見の理由を考えながら、聞くことができる。 

５．友達の意見を聞いて、比べたり、付け加えたり、新しい意見を考えたりすることができる。 

◆学級会以外の授業のことに関するアンケート調査 

１．話合いのとき、何について話し合っているのか分かる。 

２．話合いのとき、時間を意識して話し合うことができる。 

３．話合いのとき、自分の意見を進んで発表できる。 

４．話合いのとき、友達の意見の理由を考えながら、聞くことができる。 

５．話し合うことを通して、考えや答えを見つけたり確かめたりすることができる。 

 

 ⑵ 教員アンケート 

１．話合いのとき、児童が何について話し合っているのかわかるようにしている。 

２．話合いのとき、児童が時間を意識して話し合うことができるようにしている。 

３．話合いのとき、児童が自分の意見を進んで発表できるようにしている。 

４．話合いのとき、児童が友達の意見の理由を考えながら、聞くことができるようにしている。 

５．児童が自分の考えやそのわけをノートやプリントに書くことができるようにしている。 

６．児童が学習の最後に何を学習したか振り返ることができるようにしている。 

７．児童が自分の考えを深めたり、広げたりすることができるようにしている。 

８．教科指導のとき、どの点について取り入れていますか。 

 ①自分の考えをもって、話合いに臨むための事前準備 

 ②「出し合う」「比べ合う」「まとめる」の話合いの流れの活用 

 ③板書の整理や短冊の活用 

 ④話合い活動の時間の確保 

 ⑤どれもあまり活用できていない 
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４．主題設定の理由 

⑴  学びチャレンジリーディングスクール第１期の取組で話し合う活動は、“設定”するのみにとど

まっていて、学校全体で具体的な共通の取組をすることができなかった。 

⑵  第１期のアンケート調査の結果から、「書く活動」「振り返りの活動」と比べると、話し合う活動

に関する項目の得点がやや低かった。 

⑶  学級活動において、「問題の発見・確認」→「解決方法等の話合い」→「解決方法の決定」→「決

めたことの実践」→「振り返り」の一連の活動を繰り返すことで、児童一人一人が進んで自分の考

えを発表できるようになることや、学級が互いの考えを尊重し、みんなで一緒になって問題を解決

できるようになることが考えられる。児童一人一人に自分の考えを伝える力が身に付き、互いを尊

重して認め合う支持的な学級の風土が醸成されれば、様々な教科等での話合い活動の活性化につな

がり、学習意欲や学力の向上が実現できると考える。 

 

○ 第１期学びチャレンジリーディングスクール事業の本校の取組 

 ・ 書く活動・話し合う活動の設定 

・ 構造的な板書づくり 

・ 振り返りの時間の設定・視点の明確化 

 

○ 研究の成果と課題（令和４年度実施アンケート調査の結果） 

 質問 
平均点 

６月 １２月 変化 

Ａ 話合いでは、自分の考えやそのわけを伝えることができる。 ３．１ ３．１ ±０．０ 

Ｂ 話合いでは、みんなの考えをまとめることができる。 ２．８ ２．９ ＋０．１ 

Ｃ 話合いでは、友達とよりよい考えを生み出すことができる。 ３．０ ３．１ ＋０．１ 

Ｄ 自分の考えやそのわけをノートに書くことができる。 ３．３ ３．３ ±０．０ 

Ｅ 
学習の最後に黒板に書かれていることを見て何を学習したかふ

り返ることができる。 
３．３ ３．２ －０．１ 

Ｆ 
学習の最後に自分の言葉でまとめや振り返りを書くことができ

る。 
３．２ ３．３ ＋０．１ 

Ｇ 
自分ができるようになったことを振り返りとしてノートに書く

ことができる。 
３．３ ３．３ ±０．０ 

Ｈ 自分の考えを広げたり深めたりすることができる。 ３．０ ３．０ ±０．０ 

Ｉ 「自分は成長している」「できることが増えている」と思う。 ３．５ ３．５ ±０．０ 

※ 「とても当てはまる」を４点、「少し当てはまる」を３点、「あまり当てはまらない」を２点、「全

く当てはまらない」を１点として平均点を計算 
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５．学級活動の時間を中心とした話合い活動の充実の利点  

⑴ 「考えを深める」話合いを実現しやすい 

  学級活動では、自分たちの生活に直結していること（お楽しみ集会の内容等）を話し合い、話し合

ったことを実践するので、児童一人一人が本気で考え、自分事として捉えて意見を言う。また、決定

する際には、「私が…」ではなく、「学級としては…」という思いで話し合うので、「考えを深める」

話合いを実現しやすい。児童一人一人が話合い活動に対する達成感・充実感を得やすく、「他の教科

等でも話し合いたい」という気持ちをもつことにつながる。 

 

 ⑵ 学級づくりの基盤となる 

   学級活動での話合い活動を充実させることで、児童一人一人が安心して自分の思いを話せる学級

の雰囲気や支持的風土の形成ができる。 

 

６．年次計画 

 ⑴ １年次 

   学級活動の時間を中心とした話合い活動の充実と話し合う力の育成 

⑵ ２年次 

   学級活動での話し合う力の向上とともに教科等での話し合う活動の工夫 

 ⑶ ３年次（本年度） 

   お互いの思いを生かした考えを深める話し合う活動の実現 
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７．仮説実証のための具体的な手だて 

［基本となる手だて］ 

 ⑴ 板書を活用した思考の可視化・操作化・構造化 

   児童から出された意見を短冊などに書き出して黒板に貼ったり、同じ内容のものを分類してまと

めたりすることで、お互いの理解を深められるようにする。また、話合いの過程で変化する考えを、

短冊を動かすことで表したり思考ツールやマークなどを活用したりすることで、合意形成に向けた

話合いの流れや考えを捉えやすくする。 

 

 

「みんなで，よりよい学級・学校生活をつくる特別活動」（Ｐ５４） 
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⑵ 教師の指導助言の工夫 

 

「みんなで，よりよい学級・学校生活をつくる特別活動」（Ｐ５６） 
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⑶ 話合いの振り返りの仕方の工夫 

 

「みんなで，よりよい学級・学校生活をつくる特別活動」（Ｐ５７） 
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［３年次の取組］ 

 ⑴３年次の取組 

  『お互いの思いを生かした考えを深める話し合う活動の実現』 

○お互いの思いを生かすには 

・相手の思いや考えを汲み取り、協働的な学びを実現するための学級の風土を醸成する 

     学級活動を中心として、児童が自発的・自治的な活動により、学級や学校におけるよりよい生

活や人間関係をつくるとともに、お互いを尊重し、認め合う支持的な学級の風土を醸成すること

でお互いの思いを生かした話合い活動ができるようにする。 

 

○考えを深めるには 

・学級会における一連の流れを積み重ねる 

     学級活動において、「問題の発見・確認」→「解決方法等の話合い」→「解決方法の決定」→

「決めたことの実践」→「振り返り」の一連の活動を繰り返す中で、各教科等の特質に応じた「見

方・考え方」を総合的に生かし、知識・技能などを集団及び個人の問題の解決に活用していくこ

とで児童が考えを深めることができるようにする。 

・よりよく話し合うことができる力を高める 

学級会において、議題について一人一人の児童が自分事として考えることができるようにす

る。その上で自分の考えや理由を出し合ったり、多様な考え方や価値観を共有したりしながら、

学級としてみんなが納得できるような解決策を見付け、合意形成を図る経験を重ねることで、児

童のよりよく話し合うことができる力を高める。    

⑵具体的な手立て 

【学級会を通して】 

  ◎提案理由の明確化 

   ・提案理由が学級全体のものになるように、児童全員が分かる言葉や表現で詳しく記述する。 

   ・児童が本気になって、問題を解決したい、取り組みたいという提案理由になるようにする。 

  ◎理由を繋げる話合い 

   ・相手の発言をしっかりと聞き、相手の意見に対しての自分の考えを発言できるようにする。 

・児童一人一人の意見とその理由が単発で出てくる話合いではなく、一つの事柄や相手の意見の

理由を繋ぎながら、意見を出し合い、より深い話合いを目指す。 

   ・『打ち上げ花火の話合い』から『キャッチボールの話合い』へ意識の変換を図る。 

  ○板書の整理 

   ・賛成意見や反対意見を色分けするだけでなく、書く内容をまとめたり、整理したりして書く。 

   ・似ている意見の短冊同士を近づけたり、異なる意見を区別したりするなどの並び替えをする。 

  ○反対意見・少数意見の扱い方 

   ・反対や少数の意見を出した児童の思いを聞いたり、意見の中の生かせそうなところを探したり

することを意識するようにする。 

  ○指導の目安の活用 

   ・話合いの技能向上に向けた学年ごとの段階的到達目標一覧を作成し、６年間を見通した積み重

ねができるようにする。 

※ 実践を積み重ねることが肝要である。研究授業は年間の通過点と考え、年間を通した学級経営の

ためにも、学年末の学級の姿をイメージし、そこを目指して、学級活動を充実させる。 
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【教科等の学習を通して】  

    学級活動で築いた「話合い活動の積み重ね」「支持的な学級風土」「よりよく話し合うことがで

きる力」を生かし、教科等での話し合う活動を工夫する。下記のような学級会での話合いの工夫

を教科等での話し合う活動にも生かす。  

    ・ 一人一人の児童が自分の考えをもって話合いに臨めるようにするための事前の活動  

    ・ 「出し合う」→「比べ合う」→「まとめる」の話合いの流れ  

    ・ 板書の整理の仕方や短冊の活用  

    ・ 話合い活動の時間の確保 

 

８．本年度の計画 

 ⑴ 研修予定 

４月 ３日（木） ○ 主題研修「研究内容・計画について」 

４月 ４日（金） 
○ 主題研修「学級会の進め方」 

・ 新任・転任の教員と希望教員での研修 

４月 ７日（月） ○ 公開授業・Ａ研授業・Ｃ研授業の日程と授業者決定 

４月１４日（月） 

～  

４月１８日（金） 

○ 学級活動年間計画作成（全学年） 

５月２１日（水） ○ Ａ研授業（５年生提案授業） 

５月２６日（月） 

～  

５月３０日（金） 

○ アンケート調査（全児童・教員） 

○ 主題研究のまとめの提案 

 ６月１８日（水） ○ Ａ研授業（３年） 

 ９月１０日（水） ○ Ａ研授業（１年） 

１０月７日（火） 

  ・８日（水） 
○ 自然教室（５年生） 

１０月２０日（月） 

～  

１１月１日（土） 

○ 運動会練習期間 

○ 運動会 

１１月１８日（火） 

  ・１９日（水） 
○ 修学旅行（６年生） 

１２月５日（金） 
○ 学チャレ公開授業（３学級） 

・文部科学省 教科調査官 和久井先生来校 

１２月１５日（月） ○ アンケート調査（全児童・教員） 

 １２月中 ○ 各学級のまとめ最終締切 

 １月 ８日（木） 

～  

 １月２３日（金） 

○ 学校のまとめ作成 

 １月２８日（水） ○ 主題研修「まとめ」 

※ 研修のみだけでなく、月に一度、学級会について「困っていること」や「うまくいったこと」などを

共有する場を設定し、年間を通して意識した継続的な実践を行えるようにする。 

○ 

週
１
回
の
学
級
活
動
実
施
（
少
な
く
と
も
年
間
10
回
以
上
の
学
級
会
実
施
） 

○ 

教
科
等
で
の
話
し
合
う
活
動
の
工
夫
の
実
践 

○ 

ま
と
め
作
成
（
公
開
授
業
・
Ａ
研
授
業
・
Ｃ
研
授
業
が
終
わ
っ
た
学
級
か
ら
） 
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 ⑵ 研究授業について 

  ① 授業者 各学年１名が学チャレ公開授業もしくはＡ研授業を行い、もう１名がＣ研授業を行う。 

 

  ② 日時・参観者 

 日時 参観者 

学チャレ公開授業 

（３学級） 
１２月５日（金）５校時 

本校の全教員 

和久井先生（文部科学省 教科調査官） 

担当指導主事 

他校の教員 

市外の教員 

Ａ研授業 

５月２１日（水）５校時 

６月１８日（水）５校時 

９月１０日（水）５校時 

本校の全教員 

担当指導主事 

外部講師 

Ｃ研授業 別途調整 

校長 

教頭 

教務主任 

同学年学級担任 

本校の参観希望者 

 

  ③ 指導案 

    指定の「【学チャレ用③】学習指導案 基本形式（学級活動（１）版）」を使用する。 

   

  ④ 協議会 

    授業実施日の児童下校後に参観者で行う。 

 

  ⑤ 授業・協議会の係 

 授 業 者 授業ＴＣ記録 授業写真撮影 授業ビデオ撮影 協議会司会 協議会記録 

学チャレ公開授業 授業者が決まり次第調整 

Ａ 研 授 業 

１年担任 ７年 ６年担任 ６年担任 ５年担任 特支担任 

２年担任 ２年担任 １年担任 ７年 ６年担任 ６年担任 

３年担任 ３年担任 ２年担任 ２年担任 １年担任 ７年 

４年担任 ４年担任 ３年担任 ３年担任 ２年担任 ２年担任 

５年担任 特支担任 ４年担任 ４年担任 ３年担任 ３年担任 

６年担任 ６年担任 ５年担任 特支担任 ４年担任 ４年担任 

Ｃ研授業 

２年担任 ２年担任 

教務主任・７年 
３年担任 ３年担任 

４年担任 ４年担任 

６年担任 ６年担任 
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９．まとめ 

公開授業・Ａ研授業・Ｃ研授業の指導案に「話合いの実際」「実践の様子」「教科等での話し合う活

動の様子」「成果と課題」を書き加える。【詳細は別途提案】 

 

話合いの実際 
・ 公開授業・Ａ研授業・Ｃ研授業での話合いの実際の様子につい

て記述する。 

実践の様子 

・ 公開授業・Ａ研授業・Ｃ研授業で話し合って決めたことの実践

の様子について記述する。 

・ 写真や児童の学級会ノートのコピー等を添付する。 

教科等での話し合う活動の様子 
・ 教科等での話合う活動の様子について、主題研究の取組によ

ってもたらされた変化等を記述する。（１２月にまとめる。） 

年間を通した成果と課題 
・ 学級全体の変化について記述する。 

・ 児童の変容が分かる資料があれば添付する。 

 


